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下割遺跡は高田平野の中央、飯
いい

田
だ

川
がわ

左岸の標高
約14mの微

び

高
こう

地
ち

にあります。国道253号上
じょうえつさんわ

越三和道
路建設に伴い、平成14年からこれまで９回の発掘
調査を行っています。令和３年度は市道予定部分
の東側の一部（延長50m）と西側の橋脚６か所
（A1、P1、P3～P6と呼ぶ）を調査しました。
昨年度の調査では、遺跡は上から中・近世の水
田域とその西側に屋敷地、奈良・平安時代の集落
と畠と自然流路、古墳時代は前期の溝と後期の焼
土・土器集中地点を検出し、調査を終えました。
本年度は４層目の縄文時代後期前葉（今から約
4,000年前）の調査が主体で、調査過程を追って
P3～P6の４つの調査区について報告します。
P6では、遺

い

物
ぶつ

包
ほう

含
がん

層
そう

の掘削後に土
ど

坑
こう

８基を検
出しました。平面形が円形のものが多く、最大の
ものは直径約1.7m、深さは約0.7mあります。多
くは調査区の西側に位置します。遺物は遺構の周
辺から縄文土器が出土し、土坑SK6305からはア
スファルト塊も出土しました。また、調査区南西
隅では包含層の上位から、加

か

曽
そ

利
り

Ｂ式土器が出土
しました。これは縄文時代後期中葉のものであ
り、前葉から中葉にかけての長期間にわたり人々
が生活していた可能性があります。
P5では、合計40基の遺構を検出しました。調
査区の南辺中央付近には立ち枯れたと思われる樹
木根があり、検出した遺構はこれを囲むように調
査区全体に位置します。遺物は、後期前葉・堀

ほり

之
の

内
うち

２式土器の注
ちゅうこうどき

口土器などの縄文土器のほか、土
ど

偶
ぐう

（頭部・体部）、男性器を象
かたど

ったといわれる石
せき

棒
ぼう

、磨
ま

製
せい

石
せき

斧
ふ

や石
せき

鏃
ぞく

などの石器が多数出土しまし
た。また、ヒスイ製敲

たたきいし

石も１点出土しました。
P3は、調査区全体が洪水によって流れてきた

と思われる砂で覆われていました。砂を掘り下げ
たところ、南側にわずかに陸地だったと考えられ
るか所があり、土坑２基を検出しました。遺物は
凹
くぼみいし

石１点と少量の縄文土器のみの出土で、多くは
洪水によって流されたと思われます。また、これ
らを確認した陸地以外の部分は河川跡と思われま
す。砂は最深部で約１mにわたり堆積し、遺物の
出土がないことから、勢いよく水が流れたことが
推測されます。
P4は現在調査中で、遺物包含層の上部からは

加曽利Ｂ式、下部からは堀之内式土器の出土が多
く、特に注口土器が目立ち、小型の土偶（体部）
や、残存長約40cmの石棒、立

りっ

石
せき

、ヒスイ、磨製
石斧、石鏃などの石器があります。
本年度の調査で、縄文時代の集落が地表下４m

に存在することが分かりました。上越地方の丘陵
部には縄文時代の遺跡の存在が多く知られていま
したが、高田平野では初めての成果です。調査区
が限定的なため住居などの建物跡が見つかってい
ませんが、土偶や石棒などマツリに関係する遺物
が多く出土したことから、ムラの人々は普段の生
活を送る中で、子孫繁栄や傷

しょうびょうへいゆ

病平癒などを祈り、
日々を過ごしていたと思われます。

（（株）ノガミ　細田尚克）

下
しも

割
わり

遺跡Ⅸ
縄文時代後期の集落
所在地：上越市米岡・北田中・鶴町地内

2021年度
発掘調査
遺跡の紹介

縄文時代後期前葉　注口土器 縄文時代後期前葉　ハート形土偶頭部
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山口遺跡は、JR水原駅の西、約1.5㎞にあり、阿
賀野川や旧小

お

里
さと

川によって形成された標高約６m
の自然堤防に立地します。国道49号阿

あ

賀
が

野
の

バイパ
スの建設工事に伴い、平成20・22・25年に合計
25,502㎡（複数層の合計）を発掘調査し、弥生時
代・古代（平安時代）・中世の遺構・遺物が見つ
かっています。古代では、一般的な集落では数少
ない総

そうばしらたてもの

柱建物を中心とし、方位に軸を合わせた建
物群からなる居

きょじゅういき

住域を形成していたことがわかっ
ています。また、県内では初例となる、希少な舶

はく

載
さい

品
ひん

である唐
とう

三
さん

彩
さい

が出土しています。
今年度は、バイパスの両脇に設置される水路部
分3,197㎡を調査し、古代では竪

たて

穴
あな

建
たて

物
もの

、土
ど

坑
こう

、
溝などの検出に加え、居住域より標高が若干低い
東側に水田が広がっていたことを確認しました。
阿賀野市内で古代の水田が見つかったのは初めて
です。
水田域では大小の畦

けい

畔
はん

（あぜ）が７条と、幅約
7.5mの溝が見つかっており、それぞれ平行・直
交の関係にあります。畦畔には南北を指すものが
あり、方位を意識している可能性が考えられま
す。特に、水田域西側に位置し、居住域へ伸びる
と思われる幅広の畦畔は、土質がほかのものと異
なり、非常に固くしまっています。このことか
ら、畦畔構築時に、改良した土を盛り上げ、突き
固める舗

ほ

装
そう

工事をしていたと考えられます。水田
の区画のみでなく、道路としての利用が想定でき
ます。
古代集落において、居住域と水田がセットで見
つかった貴重な事例です。これまでと今年度の調
査成果から、山口遺跡には相当な有力者がいたも
のと考えられます。そうした有力者が水田開発を
行ったことを明確にすることができた点が大きな
成果です。

（（株）吉田建設　伊藤正志）

山
やま

口
ぐち

遺跡
所在地：阿賀野市山口字城ヶ窪2887ほか

2021年度
発掘調査
遺跡の紹介

溝と水田

水田と幅広の畦畔

畦畔の断面
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写真１は、現在整理作業を進めている南魚沼市
坂
さか

之
の

上
うえ

遺跡から出土した「高
たか

杯
つき

」と呼ばれる土器
です。おおよそ1,500年前（古墳時代後期）に作
られた当時の食器で、お椀に短い脚

あし

が付けられて
いるのが特徴です。
弥生時代に定着した高杯はもともと共

きょうようき

用器と
いって、複数の人が一つの器

うつわ

を共用するものでし
た（佐原1996）。しかし、徐々に小型化していき、
この頃には、銘

めい

々
めい

器
き

（個人用）である椀
わん

に短い脚
あし

が付いた形態に変化します。さらにこの頃の高杯
には、同じ時期の椀にみられる「内

ないめんこくしょくしょり

面黒色処理」
と呼ばれる水

みず

漏
も

れ防止の工夫がなされています。
このことから、少なくともこの時期にはお椀とと
もに高杯が銘々器として、ごはん茶碗もしくはオ
カズ用の器として使用されたと考えられます。
さてこの高杯ですが、おそらく上部のお椀部分
と下部の脚部分を別々に作ってから、二つを接

せつ

合
ごう

させて仕上げていると考えました。ただ、この土
器を観察していて一つ疑問が浮かんできました。
高杯をみるとお椀部分と脚部分の接合部分はきれ
いにナデ調整が施されて、継

つ

ぎ目
め

のようなものは
確認できません。ですが、いくら外面をきれいに
整えたところで、別々に作ったパーツを貼り付け
ただけでは、脚が簡単に外れてしまわないでしょ
うか。日

にちじょうしょっき

常食器として使用するには些
いささ

か不安を覚
えざるを得ません。そこで、この疑問を解決する
ために土器の「内側」をX

エックスせん

線CT装
そう

置
ち

で覗
のぞ

いてみ

ることにしました。この装置は、X線をさまざま
な角度から照

しょうしゃ

射することで、モノの内
ない

部
ぶ

構
こう

造
ぞう

を知
ることができる便利なものです。写真２・３は、
高杯を輪

わ

切
ぎ

り状
じょう

に観察した様子ですが、お椀と
脚
きゃくぶ

部の接
せつ

合
ごう

部分に刻
きざ

み目
め

のようなものが見えま
す。おそらく、ヘラのようなもので接

せつ

合
ごう

面
めん

に刻み
目を入れることで、接合時の摩

まさつりょく

擦力を高める狙
ねら

い
があったと考えられます。まさに古墳時代人の知
恵の一端を垣

かい

間
ま

見
み

ることができた貴重な機会とな
りました。
考古学は地味で地道な作業というイメージです

が、時には現代科学をうまく活用して謎
なぞ

を解き明
かします。� （田中祐樹）

参考文献
佐原真1996『食の考古学』東京大学出版会

2021年度
整理作業
から

Ｘ線CT装置で解き明かす土器のひみつ
所在地：南魚沼市余川地内

写真１　坂之上遺跡の高杯（古墳時代後期）

写真２　Ｘ線CT装置で見た高杯の断面１

写真３　Ｘ線CT装置で見た高杯脚部の接合面
Ｘ線CT装置の利用にあたっては、新潟県工業技術総合
研究所 下越技術支援センター 中部昇氏にご協力いただ
きました。
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現在の村
むら

上
かみ

市
し

から長
なが

岡
おか

市
し

にかけて広がり、本州
日本海側では最大の面積を誇る越

えち

後
ご

平
へい

野
や

。中国の
歴史書に、大いに乱れた倭

わ

国
こく

を邪
や

馬
ま

台
たい

国
くに

の女王・
卑
ひ

弥
み

呼
こ

が鎮
しず

めたと記
しる

された弥
やよい

生時代後期（２世紀
後半）から、律

りつりょうこっか

令国家が成立したとされる８世紀
の直前まで、越後平野はどのような歩みをたどっ
たのか。最新の発掘調査を踏まえ、この地域の重
要性に迫るのが本企画展です。
この時代は、西日本でも近畿地方（畿

き

内
ない

とも呼
ばれる）が中心地とされています。西日本の情報
が直接伝わる日本海側最北の地が、新潟県の中で
も越後平野で、主に下記のものがあります。
弥
やよい

生時代：�戦いに備えたとされる高
こうちせいしゅうらく

地性集落・
環
かんごうしゅうらく

濠集落（村上市山
やま

元
もと

遺跡）
古
こ

墳
ふん

時代：最も格が高いとされる前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

　　　　　�（新潟市菖
あやめづか

蒲塚古墳・（仮称）角
かく

田
だ

浜
はま

妙
みょうこうじ

光寺古墳）
飛
あすか

鳥時代：�北方の勢力に備えた軍事施設とされる
渟
ぬたりのさく

足柵・磐
いわふねのさく

舟柵（未発見）
新潟県のもう一つの特徴は、北方社会の情報が
伝わる日本海側最南地の時期が多いことです。こ
れは、弥生時代後期～古墳時代前期にかけて、
続
ぞくじょうもん

縄文土器と呼ばれる北海道由来の土器が出土
する日本海側最南地であったことからも裏付けら
れます。西方社会からみれば日本海側最北地、北
方社会からみれば日本海側最南地で、特に越後平
野はその傾向が強い地域でした。
今回の企画展は、新潟市文化財センターと共催
し、第１会場・新潟県埋蔵文化財センターと第２
会場・史跡古

ふる

津
つ

八
はち

幡
まん

山
やま

�弥生の丘展示館で700点程
の出土品を展示しています。第２会場では新潟市
の資料を、第１会場では県が発掘調査したものに
加え、村上市・胎

たい

内
ない

市・新
し

発
ば

田
た

市・新潟市・阿
あ

賀
が

野
の

市・加
か

茂
も

市・田
た

上
がみ

町・三
さんじょうし

条市・長岡市・新潟大
学考古学研究室の協力を得て、県・市指定品を含
む選りすぐりの品を展示しました。日本の国が成

立する過程で、西（南）方、北（東）の情報が交
差する越後平野の重要性を第１・２会場で感じて
いただければ幸いです。� （滝沢規朗）
期　日：令和３年12月12日（日）まで
観覧料：無料
開館時間・休館日
第１会場：新潟県埋蔵文化財センター
　　９：00～17：00　期間中休館日なし
第２会場：史跡古津八幡山�弥生の丘展示館
　　10：00～17：00　�休館日は毎週月曜日・祝

日の翌日。月曜日が祝日
の場合は翌日

写真１　東北系の弥生土器・壺
つぼ

（村
むら

上
かみ

市
し

 砂
すな

山
やま

遺跡 市指定）

写真２　飛鳥時代の銅製・鈴
すず

（左）と耳
じ

環
かん

（右）
（田

た

上
がみ

町
まち

 行
ぎょうやざき

屋崎遺跡 県指定）

令和３年度 秋季企画展
倭国大乱～律令国家成立までの越後平野

埋文
インフォ
メーション
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大型の勾玉の表面に小さな勾玉がいくつかつい
たもので、滑石などの軟らかい石材を用いて作ら
れます。子持勾玉は江戸時代「石

せっ

剣
けん

頭
とう

」と呼ばれ
ており、そのころから存在は知られていました。
「石剣頭」とは刀剣の柄

つかがしら

頭のことで、「玉
たま

」と認識
されたのは明治時代に入ってからのことです。子
持勾玉は５世紀中ごろに出現し７世紀にかけてみ
られます。祭祀遺跡や古墳、あるいは単独で出土
し、東北地方から九州、朝鮮半島南部まで幅広く
分布しています。勾玉の背部に３～５個、両側面
に２～４個、腹部に１個の子勾玉を持つものが基
本形であり、子勾玉の形はきれいな勾玉の形に
なっているものから方形やボタン状になっている
もの、子勾玉がくっついて連続しているものな
ど、いろいろなバリエーションがあります。鋸

きょ

歯
し

文
もん

を刻むものや竹
ちっかんじょうえんけんもん

管状円圏文がつくものもあり、
出土する地域により様々な姿を見せてくれる遺物
です。その使用方法はまだわかっていませんが、
小さな子勾玉がいくつも付属する形状から増殖に
関する呪

じゅじゅつてき

術的な遺物とされています。
さて、全国には様々な形状の子持勾玉がありま

すが、新潟県ではどのような形があるのでしょう
か。新潟県内では10遺跡から子持勾玉が確認され
ています。佐渡を含む日本海側に沿って出土して
おり、内陸側では確認されていません。県内の10
遺跡の中から３例を紹介します。

阿賀野市腰
こしまわり

廻遺跡出土の子持勾玉は長さ7.4㎝、
幅3.5㎝の大きさで、背部に２個、側面にそれぞ
れ２個、腹部に１個の計７個の子勾玉がついてい
ます。この子持勾玉の特徴は子勾玉が独立してお
り、子勾玉の形状は勾玉の形をしています。一
方、上越市一

いち

之
の

口
くち

遺跡の子持勾玉では子勾玉の形
状が少し違います。長さ7.5㎝、幅３㎝の大きさ
で背部に６個、側面に３個、腹部に１個の計10個
の子勾玉がついています。腰廻遺跡と異なる点は
腹部以外の子勾玉が方形で連続していることで
す。新潟県の子持勾玉は、下越から上越や佐渡ま
で幅広く分布していますが、この方形で連続して
いる子勾玉をもつ子持勾玉は糸魚川市の六

ろくたんだみなみ

反田南
遺跡を含めて上越地方の南西部に多く分布してお
り、下越ではまだ発見されていません。新潟県の
子持勾玉の６割以上が表採や単独出土のため、年
代がわからないものが多いのですが、子勾玉の形
状と分布傾向を他県と比較することで、今後新た
な発見ができるかもしれません。
現在開催中の秋季企画展「倭国大乱～律令国家

成立までの越後平野」では、腰廻遺跡の子持勾玉
が展示されています。また、常設展示室では一之
口遺跡の子持勾玉も展示しています。この２つの
子持勾玉を比較できる絶好のチャンスなのでぜ
ひ、お越しください。� （中島愛理）

子
こ

持
もち

勾
まが

玉
たま

について
埋文
コラム

腰廻遺跡 一之口遺跡 六反田南遺跡
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日本を代表する縄文時代の漆
しっ

器
き

として国内の国
立、県立博物館のみならず、フランスのパリ日本
文化会館など海外でも展示された、赤と黒の優

ゆう

美
び

な水
みず

差
さ

し形容器が胎
たい

内
ない

市にあります。
この漆器は、飯

いい

豊
で

連
れん

峰
ぽう

を源とする胎
たい

内
ない

川
がわ

流域の
胎
たい

内
ない

市
し

熱
あつ

田
た

坂
ざか

分
わけ

谷
や

地
ち

の河
かがんだんきゅう

岸段丘上標高100mにあ
る縄文時代後期の集落遺跡「分谷地Ａ遺跡」から
発見されました。住居のすぐ側

そば

、湧
ゆう

水
すい

のみられる
崖
がけ

斜
しゃ

面
めん

からは、役割の終えた土器や石器、土偶な
どを廃棄した捨て場遺構がみつかり、この中に冷
たい地下水でパックされた状態で漆器類35点が当
時のまま色鮮やかに発見されました。中でも、
セットでみつかった幅26㎝、高さ15㎝の大きさの
赤と黒の水差し形容器は、ヤマザクラ材を刳

く

りぬ
き薄く丁寧に作られた、左右均整のとれた美しい
曲線の優品であり、全国でもこのような完全な形
のものは極めて珍しいといえます。
黒色の漆器はクロメ漆（着色していない漆）が
塗られ、赤色の漆器はクロメ漆、ベンガラで着色
した赤色の漆、水

すい

銀
ぎん

朱
しゅ

で着色した朱
しゅうるし

漆の３種を塗
り重ねています。また、黒色の漆器に入っていた
土を科学的に分析したところニワトコ、サルナ
シ、ヤマグワなど14種の種

しゅ

実
じつ

がみられ、果実酒を
ベースにした飲料が入っていた可能性が高いこと
も分かりました。
平成14年には遺跡の一部が村の文化財として保

存され、平成15年には縄文時代の木工や漆工芸の
高い技術水準を示す、この赤と黒の漆器の優品を
はじめ木製の鉢や糸玉、朱

しゅうるしぬ

漆塗り土製耳
みみ

飾
かざ

りなど
21点が新潟県の指定文化財となりました。
現在遺跡はボランティアの方々により、定期的

に水質調査、草刈整備作業が行われ、市民協働で
胎内市の大切な場所「縄文の清

し

水
みず

公園」として地
域総がかりで守られています。
この分谷地Ａ遺跡の魅力や価値を紹介する施設

である「黒
くろかわきょうど

川郷土文化伝習館」と「胎内市美術館」
は共に「道の駅胎内」エリアにあります。「黒川
郷土文化伝習館」では分谷地Ａ遺跡から出土した
縄文時代の漆器や、土偶や耳飾り、土器・石器な
ど数多くの遺物が展示され、ビデオやパネルなど
で遺跡の紹介も行われています。また市内の縄文
時代の低

てい

湿
しっ

地
ち

遺跡から発見された貴重な漆製品、
編
あ

み物
もの

類などの貴重な遺物も併せて展示していま
す。火起こし、弓矢、勾玉づくりなど縄文時代の
生活体験コーナーも充実し、親子で気軽に楽しむ
ことができる施設です。
分谷地Ａ遺跡の見学の際は、「黒川郷土文化伝

習館」・「胎内市美術館」にも是非、お立ち寄りく
ださい。両館ともに有料です。詳しくは市の公式
ホームページをご覧ください。
https://www.city.tainai.niigata.jp/

（胎内市教育委員会　伊東�崇）

わが町の文化財紹介 −胎内市−

分
わけ

谷
や

地
ち

Ａ遺跡埋文
コラム

分谷地Ａ遺跡から出土した縄文漆器　県指定 現在も冷たい清水が湧き続ける分谷地Ａ遺跡

小川忠博撮影
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城の山古墳は、今から1,700年前の古墳時代前
期の古墳です。水田の広がる新潟県北部の平野に
立地し、JR羽

う

越
えつ

線の車窓からも眺められ、また
「ひとかご山」伝説等によって多くの市民に知ら
れる遺跡です。2005年（平成24年）の胎内市教育
委員会による発掘調査では、畿

き

内
ない

（大阪、奈良、
京都、兵庫の一部）の大和政権の古墳に匹

ひっ

敵
てき

する
貴重な副葬品が発見され、新潟の歴史のみならず
日本史の通説を塗り替えました。
日本海沿岸最北部に位置し墳丘は中世に削平さ
れていますが、東西約41メートル、南北約35メー
トル、高さ約５mの円墳で、新潟県内に現存する
古墳の中では３番目の大きさを誇ります。墳丘頂
上の墓坑からは大木を刳

く

りぬいて作られた長さ８m
にもおよぶ巨大な舟形の木棺が発見されました。
棺の中は三つの部屋に仕切られ、上部では「鉄

斧等の工具類」、中央部の被
ひ

葬
そう

者
しゃ

付近からは「鉄
製の大刀と剣各１点、赤と黒の弓各１点、銅鏃６
点といった武器類」と「中国製の銅鏡１枚、糸魚
川市産の翡翠製勾玉１点、緑色凝灰岩製の管玉９
点、ガラス製小玉113点といった装身具」が発見
されました。中でも矢を入れて背負う道具である
漆塗りの靫

ゆき

３点が、極めて良好な状態で発見され
た例は全国初のことです。
城の山古墳は大和政権と北方世界が交わる境界

の地に位置し、会津から越後内陸部、日本海へと
通ずる阿賀野川水上交通の要

ようしょう

衝といえます。この
ことから大和政権の北方政策にとって胎内市は重
要な場所といえ、畿内の古墳と同様な装身具類、
武器類、工具類がセットで発見されたことは、城
の山古墳の被

ひ

葬
そう

者
しゃ

（地域のリーダー）と大和政権

との深い関わりを示すものといえます。
胎内市では、木棺の実物大復元シートや精巧な

出土品のレプリカなどを活用して、出前授業や校
外学習の受け入れをしています。また古墳を将来
にわたり適切に保存していくため整備基本計画の
策定作業を進めています。今後は城の山古墳を中
心に散策会などを実施し、多くの方々に城の山古
墳の魅力や価値をより知っていただけるよう努め
ていきたいと思います。城の山古墳の詳細は市の
公式ホームページをご覧ください。
https://www.city.tainai.niigata.jp/

（胎内市教育委員会　伊東�崇）

城
じょう

の山
やま

古墳
平成31年２月26日　国史跡指定
遺跡所在地：胎内市大塚
遺物保管：胎内市

県内の
遺跡・遺物
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城の山古墳　棺内出土遺物集合写真

寿福滋撮影


